
８月 相談コーナー

■確認するポイント
①１回限りの購入ですか？………⇒�「〇カ月コース」「定期」などの表示があれば２回目以降も

届きます。
②２回目からはいくらですか？…⇒�「初回」価格と「２回目以降」の価格は違います。
③解約の方法は？…………………⇒�「いつでも」「簡単な方法で」「無料で」解約できるか表示を確認。

※相談内容によっては、時間や申込などに条件がある場合がありますので、連絡先にお問い合わせください。
また、体調のすぐれない場合は、ご来場をお控えください。ご来場の際はマスクの着用をお願いします。

消費生活センターだより� ネット通販でトラブル！「お試し」のつもりが「定期購入」に！

●消費者へのアドバイス
●�最終確認画面は印刷やスクリーン
ショットなどをして、契約条件の
証拠を残しておき
ましょう。

●�通信販売は、契約
を解除できる「クー
リング・オフ」がな
いので要注意！

不安に思った場合やトラブルになった場合には、一人で悩まず
上田市消費生活センター（☎75・2535）や消費者ホットライン（☎188）にご相談ください。

■最終確認画面の表示義務（令和４年６月１日施行の改正特定商取引法による）
販売者は、商品の分量・対価・支払時期・引渡し時期・契約の解除に関する事項などを、最終確認
画面で明確に表示しなければなりません。法に違反して誤解させる表示をした場合、購入者は
契約を撤回・解除できます。

「Ｗeb広告を見て、１回だけの“お試し”のつもりで申し込んだら、実際は複数回の商品購入が条件となる“定期購入”の契約だっ
た」といったトラブルが多発しています。
「お試し実質無料！」「初回限定●％オフ」「いつでも解約できます」などとお得感を強調したネット注文は、「注文を確定」を押し
てしまう前に必ず内容の確認を！

相　　談　　名 実　施　日 時　間 場　　所 申　込 連　　絡　　先

消費生活相談／市民相談 毎週月～金曜日 9：00～12：00 
13：00～16：00

市役所（本庁舎）

不　要 上田市消費生活センター
☎75・2535

法律相談（１人年１回、20分／回） 12日㈮・26日㈮

13：00～16：00

事前に電話で

生活環境課　☎22・4140行政相談 ９日㈫
不　要土地境界問題・登記法律相談

不動産鑑定相談 18日㈭

行政相談／登記・法律相談 17日㈬ 9：00～12：00 丸子地域自治センター 事前に電話で 丸子生活環境担当
☎42・1216

人権擁護委員による人権悩みごと相談

毎週月～金曜日 8：30～17：15 －

不　要

みんなの人権110番
☎0570・003・110

毎週月・水・金曜日 9：00～16：00 長野地方法務局上田支局 長野地方法務局上田支局
☎23・2001

４日㈭ 13：00～16：00 勤労者福祉センター２階
第２会議室

人権男女共生課
☎23・5393

31日㈬ 9：00～12：00 丸子ふれあいステーション 丸子解放センター
☎42・6694

女性弁護士による法律相談 25日㈭ 10：00～12：00

市民プラザ・ゆう
事前に電話で

市民プラザ・ゆう
☎27・2988
☎27・3123

（人権男女共生課）
女性相談員によるなんでも相談

毎週火曜日 11：00～18：00
毎週木曜日

10：00～17：00
13日㈯・27日㈯ ２日前までに電話で

認知機能検査・認知症予防相談 毎週水曜日 9：30～12：00 市役所（本庁舎） 事前に電話で 高齢者介護課
☎23・5140

ひきこもり相談・こころの相談 相談のうえ決定 ひとまちげんき・
健康プラザうえだ 事前に電話で 健康推進課

☎23・8244

青少年電話相談 毎週月～金曜日 9：00～16：00 － －
少年育成センター
☎22・8080

（生涯学習・文化財課）

ひとり親相談・家庭児童相談
毎週月～金曜日

9：00～16：00 ひとまちげんき・
健康プラザうえだ

不　要 子育て・子育ち支援課
☎23・2000

児童生徒の教育相談 事前に電話で 教育相談所　☎27・0241

発達相談 8：30～17：15 事前に電話で 発達相談センター　☎24・7801

わが子の就職等相談会 毎週月曜日
10：00～17：00 若者サポート

ステーション・シナノ 事前に電話で

若者サポート
ステーション・シナノ
☎75・2383

（地域雇用推進課）若者のための仕事何でも相談 毎週月・木曜日

求職・労働相談、無料職業紹介 毎週月～木曜日 9：00～12：00 地域雇用推進課
（勤労者福祉センター）事前に電話で 地域雇用推進課

☎26・6023

生活・就労相談 毎週月～金曜日 8：30～17：15 社会福祉協議会
（ふれあい福祉センター） 不　要

まいさぽ上田
（生活就労支援センター）　

☎71・5552　（福祉課）

外国人住民のための総合相談 毎週月～金曜日 9：00～17：00 市役所（本庁舎） 不　要 人権男女共生課
☎75・2245
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山にある弘
こうぼうやま

法山では、「ちがい石」と呼ばれる珍しい形の小さな石が見つかり

ます。石が×
ばつ

の形をしており、日本ではこのあたりでしか見ることができません。

弘
こう

法
ぼう

大
だい

師
し

空
くう

海
かい

が「この石を持つ者は災厄から免れさせる」と誓ったという伝承から、

「誓
ちか

い石」とも呼ばれています。独
とっこ

鈷山
さんろく

麓では弘法大師にまつわる民話がいくつも

伝えられており、塩田の人々がいかに「祈り」を大切にしてきたかを物語っています。

また、旧西塩田小学校の校章にはこの石を図案化したものが用いられていました。

　「ちがい石」は、市の天然記念物に指定されているため採集できませんが、塩田の

里交流館（とっこ館）や市立博物館で展示しています。

「太陽と大地の聖地」  上田市日本遺産だより

上田市日本遺産構成文化財紹介  vol.13

ち が い 石とそ の 産 地

　上田市日本遺産推進協議会事務局（交流文化スポーツ課内）　☎75・2005
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10月号の投稿方法
●種類ごと別々のはがきで裏面に住所、氏名（フリガナ）、

短歌・俳句・川柳の別を記入のうえ、下記へ（未発表作に限る）。
●添削を希望する場合は、往復はがきにご自分の宛先を記載

のうえ、投稿してください（短歌は２首まで。掲載作への
返信は除きます）。

●掲載作は、選者が添削して掲載する場合があります。
◆宛　先　〒386-8601  （住所不要） 交流文化スポーツ課宛

　交流文化スポーツ課　☎75・2005

８月16日㈫必着
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